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歳出の主なもの

○田川広域水道企業団出資金……………………………………… 1160万円

○学校施設の維持管理に要する経費……………………………… 1057万円

○埋蔵文化財発掘調査に要する経費…………………………………749万円

○川崎町運動公園の裏面復旧工事費…………………………………196万円

○幼児教育・保育の無償化に要する経費………………………… 1245万円

○財政調整基金積立金………………………………………… 3億6850万円

○過疎地域自立促進特別事業基金積立金………………………… 4000万円

※金額については、千円以下を四捨五入しています。

幼児教育・保育の無償化など可決令和元年度

第2号補正

歳入歳出4億9949万円増 総額121億7190万円となる

超高速ブロードバンド
環境整備などを認定

　決算総額は、歳入110億9952万円、歳出102億732万円で、翌年度へ繰り越すべき
財源787万円を除き、実質収支額は8億8433万円の黒字決算となりました。

歳入１億6175万円、歳出１億6392万円で、実質収支は216万円の赤字でした。

歳入2183万円、歳出５億5753万円で、実質収支は５億3570万円の赤字でした。

歳入17億9804万円、歳出23億2300万円で、実質収支は５億2496万円の赤字
でした。

歳入２億1655万円、歳出２億1280万円で、実質収支は374万円の黒字でした。

特別会計

一般会計

総務費
超高速ブロードバンドの整備。地域
おこし協力隊の活動費。盆踊り大
会。将棋大会等のイベント開催によ
る町おこしなど。（継続事業を含む）

商工費
城山子どもの森の整備。プレミア
ム商品券助成。創業セミナー開催。

かわさきパン博などの
観光関連事業推進など。
（継続事業を含む）

民生費
中学３年生までの医療費全額助成。
障がい者の地域社会参加支援。総
合福祉センター整備事業など。（継
続事業を含む）

土木費
道路側溝改良の維持補修。
橋梁の長寿命化事業。７か所
の道路改良事業。豊州団地・
大峰団地建替え事業など。

（継続事業
を含む）

総合健康診査の無
料化。乳児定期健診
や妊婦健診。乳児
全戸訪問や保健指
導の実施。環境パト
ロールによる不法投棄監視。小型
合併浄化槽設置に対する補助など。
（継続事業を含む）

中山間地域直接支
払事業。荒廃した
森林の整備。作業
受託のための農機

具購入など。（継続事業を含む）

教育費
総合的学習の推進。防犯ブ
ザー購入。統合中学校開校
に向けての旧校舎解体。仮
設校舎建
設など。

災害復旧費
1億560万円

議会費
　1億1607万円

公債費
13億
5944万円

諸支出金
　1億8810万円

総務費
15億
8960万円

民生費
37億3718万円

衛生費
7億9920万円農林水産費

1億2160万円

商工費
　1億5626万円

土木費
7億7486万円

消防費
2億4137万円

教育費
10億1805万円

平成30年度決算認定

学校給食センター特別会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

国民健康保険事業勘定特別会計

後期高齢者医療特別会計

災害復旧費
平成30年７月の豪雨によ
り被災した
箇所の災害
復旧工事。

消防費
消防団と協力し火災予防運
動を展開、
火災出動10
回、救急出
動1099回。

農林水産費

衛生費
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　平成29年度から平成30年度までの２カ年の継続事業が完了したため、精算報告がありました。
全体計画に対する実績額の比較は以下のとおりです。

事　業　名 計　画 実　績 計画と実績の差

超高速ブロードバンド環境整備事業 2億3500万円 2億2500万円 1000万円

総合福祉センター建替事業費補助金 4億1064万円 3億7716万円 3348万円

統合中学校基本・実施設計等業務委託 1億1151万円 1億973万円 178万円

　平成30年度の株式会社川崎De・愛
の決算報告書が提出されました。
　資産合計1406万8727円、負債合計
966万5242円、純資産合計440万3485円
となっています。
　平成30年度は昨年度に引き続き295
万円の黒字でした。

株式会社川崎De・愛は昨年度に引き続き黒字決算

平成29 ～ 30年度継続事業の精算報告

国の保育料無償化制度を拡大充実させるため、条例の廃止と一部改正を行いました。

温室効果ガス削減・災害防止のため森林を整備する
―川崎町森林環境譲与税基金条例―

川崎町独自の政策として、０歳から５歳の
すべての子どもの、保育料・副食費を無料に

　この条例は、温室効果ガス削減目標の達成や災害防止を目的とした森林整備に必要な財
源を確保するため、森林環境税及び、森林環境譲与税が創設されたことに伴い国から譲与さ
れる森林環境税等を基金として積み立てるために制定するものです。

　森林環境税については、５年後の令和６年度から国民１人に対し1000円が課税されます。

　森林環境譲与税については、市町村の材木利用の促進や森林整備に対する支援を早期に
行うため、各市町村に森林環境譲与税を令和元年から令和５年までの５年間譲与します。

制定
条　例

　地上権設定契約の期間満了に伴う立木の処分
を行うため、設定地の立木売り払い価格から立木
の伐採、搬出、加工等に要する費用を控除した残
額を町10分の７、契約の相手方10分の３とで分収
するものです。

　現在、事業課が所有している２tパッカー車は
１台しかなく、草刈り後の収集など使用回数が
多く対応に苦慮しているので、事業課保管の２t
パッカー車をもう１台追加購入の売買契約をす
るものです。

財産の処分

財産の取得

監査室からのQ&A
Q.監査の使命と役割は
A.役場の仕事は大まかに言って、「条例と予算」を駆使して住民のためにいかに奉仕するかにあると思います。
「条例」「予算」を作るのは町長（執行部）であり、町長が提案する「条例、予算」等を決定・承認するのが議会です。
監査は、予算が適切に使われているかどうか、帳簿や契約書を確認しながら実務的に調査しています。

Q.議会は調査しないのか
A.議会推薦の監査が１名選任されており、事務補助を議会事務局職員がしています。監査結果は必ず議会に報告
しますので、議会の監視機能の一部とも言えます。議会は行政の大局を、監査は隅々をみていく、そんな役割分
担があります。

Q.監査の内容とは
A.毎月現金の出納事務が適正に行われているかの出納検査、最小経費で最大の効果が発揮されているか、みなさ
んの貴重な税金等が無駄遣いされていないか、事業が本来の目的を挙げているかを基本とした財務監査、その
他決算審査等を行っています。

Q.監査員から一言
A.行政の仕組みがとても複雑になっていると感じます。町職員も監視役の議員も、行政の変化にしっかりとつい
て行く必要があります。もちろん私たち監査委員も行政の仕組みをきちんと理解し、常に公正不偏の態度を保
持し、不適切なものについては、適切に指摘しなければなりません。行政の財源は住民の貴重な税金。無駄や不
正が絶対にあってはなりません。

	 町民の皆様には税金や公共料金の未納、滞納がないよう、是非とも家計のやりくりをお願いしたいと思います。

	 識見監査委員：宗吉幸生　議選監査委員：松田孝行
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賛否表の表示は、○…賛成、●…反対、○休…欠席、○退…退席となっています。
※簡易表決とは…あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず「異議ありませんか」と諮るこ

とにより可否を問う採決方法です。
※賛否同数の場合は議長が可否を決します。

議案番号 案　件　名
賛　否　の　結　果 関

連
記
事

中
　
山

北
　
代

小
　
田

手
嶋（
真
）

川
　
根

手
嶋（
康
）

松
　
田

繁
　
永

見
　
月

寺
　
田

千
　
葉
原
樋
　
口

松
　
岡

大
　
谷

議案第８号 川崎町教育委員会教育長の任命について（小峠英人） （同意）簡易表決

議案番号 案　件　名
賛　否　の　結　果 関

連
記
事

中
　
山

北
　
代

小
　
田

手
嶋（
真
）

川
　
根

手
嶋（
康
）

松
　
田

繁
　
永

見
　
月

寺
　
田

千
　
葉
原
樋
　
口

松
　
岡

大
　
谷

議案第20号 川崎町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決

議案番号 案　件　名
賛　否　の　結　果 関

連
記
事

中
　
山

北
　
代

小
　
田

手
嶋（
真
）

川
　
根

手
嶋（
康
）

松
　
田

繁
　
永

見
　
月

寺
　
田

千
　
葉
原
樋
　
口

松
　
岡

大
　
谷

報告第９号 平成30年度川崎町一般会計継続費精算報告書について 報告のため採決はありませんでした P4
報告第10号 株式会社De.愛の経営状況について 報告のため採決はありませんでした P4

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（吉
田砂織） （適任）簡易表決

議案第９号 川崎町教育委員会委員の任命について（岩丸麗子） （同意）簡易表決
議案第10号 川崎町監査委員の選任について（宗吉幸生） （同意）簡易表決
認定第１号 平成30年度川崎町一般会計歳入歳出決算認定について （認定）簡易表決 P2

認定第２号 平成30年度川崎町学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定に
ついて （認定）簡易表決 P3

認定第３号 平成30年度川崎町住宅新築資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認
定について （認定）簡易表決 P3

認定第４号 平成30年度川崎町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認
定について （認定）簡易表決 P3

認定第５号 平成30年度川崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ
いて （認定）簡易表決 P3

認定第６号 平成30年度川崎町水道事業会計決算認定について （認定）簡易表決 P3
議案第11号 川崎町森林環境譲与税基金条例の制定について （可決）簡易表決 P5
議案第12号 財産の処分について （可決）簡易表決 P4

議案第13号 川崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決 P5

議案第14号 川崎町立同和保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例について （可決）簡易表決 P5

議案第15号 川崎町立幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例について （可決）簡易表決 P5
議案第16号 川崎町印鑑条例の一部を改正する条例について （可決）簡易表決

議案第17号 川崎町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正す
る条例について （可決）簡易表決

議案第18号 財産の取得について （可決）簡易表決 P4
議案第19号 令和元年度川崎町一般会計補正予算（第2号）について （可決）簡易表決 P3

新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出
　過疎地域の生活環境の整備や産業の振興に大きな役割を果たしてきた「過疎地域対策緊
急措置法」が令和３年末をもって失効するため、引き続き総合的な過疎対策を充実・強化を
図るよう、新たな過疎対策法の制定を求める意見書を関係機関に提出するものです。

主要農産物種子法にかわる福岡県
独自の条例制定を求める意見書
の県知事への提出
　主要農産物の優良な種子の安定供給や品質確保を支えてきた
主要農産物種子法が、2018年４月１日付けで廃止されたこと
により、広がっている農業者や消費者の不安を払拭するために
も、種子法にかわる福岡県独自の条例を制定されるよう、県に対
し意見書を提出するものです。

委員会提出議案

　令和元年９月25日に東京都で行われた、全国町村
議会広報研修会に議会だより編集特別委員会委員
全員で参加してきました。
　３名の講師より、手に取られ読まれる広報紙をつ
くるための、記事の書き方やレイアウトの見せ方、
編集について学びました。
　また昨年の町村議会広報コンクール上位２議会
の広報紙を資料に用いて、評価のポイントや両議会
の広報紙作成への取組などの講義を受けました。
　この研修で学んだこと、コンクール上位２議会の
真似できるところを取り込んで、「手に取り、読みた
くなる議会だより」になるよう編集に励みます。

全国町村議会
広報研修会に行ってきました

議 賛案 否一 結覧 果と
令和元年度　第４回川崎町議会（７月会議）

議 賛案 否一 結覧 果と
令和元年度　第６回川崎町議会（10月会議）

議 賛案 否一 結覧 果と
令和元年度　第５回川崎町議会（９月会議）

▲真剣に聞き入る委員たち
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本年４月の統一選・7月の参
院選の投票率と期日前投票

の投票率を教えてください。
4月21日執行の選挙の投票

率は75.09％、期日前投票は

37.0％、7月の参議院選挙の投票率は

40.57％、期日前投票は21.44％です。

年々増加する期日前投票は、
本町でも投票率の半分を占

めるようになりました。是非本町
でも宣誓書を記載した投票所入場
券への変更が必要ではないでしょ
うか。

期日前投票に行きやすくす

るため、宣誓書の記載した投

票所入場券に変更は可能だと思い

ますので、選挙管理委員会のほうで

検討していきたい。

一般質問 よりよいまちづくりを
めざして

一般質問とは、定例会議において、各議員が住民の代表として、行政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。

 

問
う
!!

町
政
を

答 導入に向け積極的に考える

問 母子手帳アプリによる子育て支援を

母子手帳アプリは、妊娠から
子育てまでを切れ目なくフ

ルサポートし、妊婦の不安や子育て
中のママの孤立化の解消を促しま
す。子育てしやすいまちづくりの
施策として母子手帳アプリによる
子育て支援を導入してみては。

子育て世代が抱える不安や

孤独感を解消することが出

来るのではと思います。今後導入

に向けて積極的に考えていきたい。

現在、乳児の備蓄としては粉

ミルクと哺乳ボトルを常備

していますが災害時に水等が来な

いことも考えられるので、液体ミル

クの導入に向けて、前向きに検討し

ていきたい。

議員 議員

議員

議員

樋口 秀隆 議 員
答 補助金を活用した圃場整備などに取り組む

問 De・愛の目的である農業振興への
　 効果実績と将来構想は

De・愛を設置した目的は、物
販の拠点をつくり、利便性を

高め、町外からの交流人口を増やす
といったことと、もう１つの大きな目
的は、本町の基幹産業である農業の
振興に寄与することでありました。
　その後、経営管理の形態が変わっ
たが効果はどうだったのでしょうか。

これまで株式会社川崎
De・愛が直売所を指定管

理していました。今年の４月から
出荷者組合が運営し、まだ日が浅く
すぐに変わったとは見受けられま
せん。ただ出荷者の思いとしては
自分たちの直売所なんだという思
いが強いということで今後に期待
しています。

De・愛の設置直後と、これま
での数字の推移を生産者、農

業生産物の２つに分けて出してい
ただきたい。

平成16年の直後でありま
すが、レジを通した件数

で１日平均264人、年間が９万4787
件です。
　直近の平成30年度は、１日平均
300人、年間にしまして、10万1378
件、レジを通っております。
　直売所の年間の販売額は、１億
1700万円で、農産物及び農産物加工
品は、7771万８千円で割合は66％。
その他、惣菜などで、3919万円とい
うことで、34％となっております。

露地物を栽培している農家
の高齢化、後継者不足などが

あって、このままでは農業がこの町
の基幹産業となりうるには、少し数

字的にはさみしいのではないか。
　これからこの町の基幹産業とし
て売り出そうとしている農業に対
して、どういったてこ入れをするの
か。ブランド化あるいは将来構想
などを町長に尋ねます。

本町の基幹産業の農業を推
進していくことは大変重要

なことだと思っております。
　それで、特産品とかブランド化に
ついて本町でリンゴが大変最近お
いしいということで、川崎町独自の
特産品だとわかるシールを貼る計
画も進めております。
　また、マルボシ酢と連携して柚子
をつくっていきたいと考えており
ます。まだ構想の段階でございま
すが、遊休地を利用して柚子の木を
植え特産品にする、そういったこと
も計画、推進していきたいと考えて
おります。
　また、いろんなところで補助金を
活かしながら、圃場の整備をした
り、いろんなところにアンテナを張
り売れるものをつくらなければな
らないと考えています。

このまちは沈みかかってい
る、消滅するかもしれないと

言われています。
　この４年、あるいはこの８年が私
は踏ん張りどころだと思っています。
つまり、ここで町長と執行部の皆さ
んと、そして住民の意識がシンクロ
（同調）をしてないと、効果が行き違
いになるのではないでしょうか。
　そのためには、町長が可能な限り
現場に出向いていって、直接住民と
話をする必要があるのではないで
しょうか。

現在、町は来年度に向けて、
第６次の総合計画、第２次

の総合戦略をスタッフを集めて検
討しており、他に二十歳以上の男女
1800人を対象にしてアンケート調
査を行ないました。
　また、ワークショップを今後広報
誌などで参加者を募集して、その中
で町の現状や課題、住民の思いを把
握した中で、町民アンケートと併せ
て総合計画を作成していきたい。
　私も執行部も川崎町のために１
つの目標に向かって一致団結して
いくことが、今からの川崎町をつ
くっていく一番大切なことだと認
識しております。
　先頭に立って頑張っていきたい
と思ってます。

議員

議員

議員

議員

答 令和の時代、町も私も
　 先頭に立って頑張る

問 町民の声を広く取り入
　 れるとりくみの進捗は

問 投票所入場券に
　 宣誓書の記載を

町長

町長
町長

町長

手嶋 真由美 議 員

防災センターの備蓄物資に
常温で保存ができ、災害時に

すぐ飲むことができる液体ミルク
を追加できないでしょうか。

答 導入に向け、前向きに検討

答 選挙管理委員会で検討

問 備蓄物資に液体ミルクを

総務
課長

総務
課長

その他　通学路の安全対策・虐
待ゼロを目指して・防災減災対
策について質問をさせて頂きま
した。

農林振興
課長

農林振興
課長

液体ミルク
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条例が制定されましたが、目
だった動きが見られません。

役場、学校等公共施設での今後の対
応は。

役場の福祉課に手話通訳者
の常備配置、公的機関等にお

ける手続き等には手話通訳者が同
行して支援を行なっています。今
年度は、池尻小学校の放課後子ども
教室で手話講習を行ないます。今
後、手話言語条例の周知に向けて講
習会などの機会がふえれば手話の
普及につながると思います。

本町は、Ａグループで一番高
い段階です。保険料の引き

下げには住民の意識改革が大切だ
と思いますが、そのための手立ては
考えておられますか。

住民に健康になってもらう
のが一番だと思います。健

康対策事業で取組をやっています。
福岡県健康づくり県民会議
では、運動習慣に向けた取組

として、スロージョギング、ウォー
キング、ケアトランポリンの3つを
助成事業にしています。中でもケ
アトランポリンは、高齢者や障がい
者向けの運動器具として安全性も
高く高齢者の機能維持に活用され
ています。本町でも取り入れてい
ただきたい。

現在、参加することで取り組
んでいます。

誤嚥性肺炎予防の対策はと
られていますか。他の市町

村が実施している声楽の専門家の指
導で、歌いながら誤嚥を予防する講
座の開設を計画していただきたい。

栄養口腔教室を開催してい
ます。その中でそういった

ものも取り入れたらいいのではと
考えられます。

答 周知に向けて講習会等
　 の機会を増やす

答 住民の健康促進が保険料
　 の抑制につながる

答 財政的なこともあるが積極的に考える

イベント時等におむつ換え
や授乳ができる「赤ちゃん

駅」という移動式テントが活用され
ています。多くの自治体が購入し、
市町村等で行なわれるイベントに
無料で貸し出しています。乳幼児
を連れての参加は大変ですし、授
乳室の確保も難しいと思うので、
購入を検討していただきたい。本
体価格は13万円
から18万円くら
いです。

町が主催する場合は、直近の
公共の部屋を空けて臨時的

に授乳室に充てて対応しています。
パン博では保健センター、かわさき
フェスタは、コミセンで対応した
い。テントの件も改めて考えてい
きたい。

現在の看護休暇制度では、小
学校に入学すると休暇の取

得はできません。病中、病後時に自
治体として何らかの手立ては出来
ませんか。

生後3ヶ月から小学校6年生
までは、田川市病児病後児保

育室「ひまわり」で対応。中学校以
上になると受け入れ施設もない状
況です。まずは、3歳から6歳まで
をもうすこし充実させたい。

他の市町村では、一定の条件
を満たした子育て世代に住

宅取得支援として、借入金の利子の
助成、中古住宅を習得し、定住する
場合の購入費用の一部助成、子ども

がいる世帯が親元に住み替え同居、
近住する場合の引越し費用の一部
助成等を行なっています。子育て
世代の人口増加をはかるために本
町でも検討していただきたい。

子育て世代の方に本町に多
く住んでいただくというこ

とで、今年は保育料無料施策を打ち
出しました。財政的なこともあり
ますが積極的に考えてまいりたい。

議員

議員

議員

問 子育て世代の支援を

千葉 加代子 議 員

議員

議員

議員

議員

町長

町長

町長

問 手話言語条例の今後の対応は

問 介護保険料の引き下げの対策は

町長

町長

町長

町長

＊他に教師の働き方改革、不登
校対策、学力低下について質問
しました。

えてもらっても結局、その方は避難
せず自宅に居ました。その方は足
が不自由で一人では行けなかった
のです。
　町内にはこのような方たちが大
勢おられます。ますます地域コ
ミュニティを作って行く必要があ
ると強く感じました。
　共に備え、共に支え合う地域を。
共助による防災力向上、安心安全な
町作りをどのように考えておられ
るのか伺います。

防災マップは見直しを行い、

ガイドラインを反映させた

利用しやすい防災マップの作成を

今年度中に作り上げ、皆さんにお配

りするように考えております。「防

災計画」は各地域の特性に沿った防

災計画を作るため、町も支援して参

りたいと考えております。

　避難が困難な人に対して災害が

発生するおそれのある場所、災害が

発生した場合の避難困難な人、要援

護者の方々の避難誘導につきまし

ても地域防災計画や、要援護者リス

トを基に速やかな対応ができるよう

に関係機関と連携し、また地域の皆

さんと協力して対応して参りたい。

地域の防災意識を高めることが一

番大切であり、地域の特性を活かし

た防災組織を作っていくことが大

事ではないかと考えております。

近年河川の土砂や葦の繁茂
が多く見受けられます。大

雨が降り続くと氾濫の危険があり
ます。
　町道においても雑木や雑草、竹な
どがおい茂り大雨や大雪が降ると
道を塞ぎ避難の際、支障となるおそ
れがあります。このような川や町
道の点検、整備を定期的に行うべき
だと思いますが、どのように考えて
おられるのか伺います。

町内の管理河川は14か所ご

ざいます。常にサイクル的

に浚渫作業をしなければ維持でき

ないのが現実です。

　完全に全てが行き届くような作

業は大変難しいところですが、状況

に応じて必要なところから進めて

いきたい。

　町道につきましては、行き届いて

いない所も多くありますので随時、

解消していきたいと考えております。

この２、３年北部九州では
豪雨により甚大な被害が起

こっています。
　年々、予想を上回る大雨が降り、
これらの自然災害による被害をい
かに減らしていくのか、「防災力向
上」にどのように取り組んでいくの
かが急務だと考えます。そこで２
点伺います。
　１点目は川崎町の全地区が「地域
の実態を反映させた計画作り」の必
要があるのではないか。地区が独
自の「自主防災組織」を作り、「自分
たちの地域は自分たちで守る」と
いう取り組みを行い、地区の「防災
マップ」を作り、きめ細やかな情報
を皆で共有する事が重要だと思い
ます。
　地区のあらゆるリスクを共有し、
備えることで「防災意識の向上」と
なり「共助」の要となって行くと考
えます。
　地区の防災計画作りに行政が関
わって行くなどの全面的なサポー
トも必要です。
　また避難訓練など町主導のもと、
積極的に開催することも重要です。
　２点目は避難が困難な人をどの
ように避難させるのか。８月の大
雨で自宅前の川が急に増水し怖く
なって役場に避難所の場所を聞い
たご婦人がいました。
　「コミュニティセンター」だと教

議員

答 特性を活かした地域の防災組織をつくる

問 災害対策の強化を

議員

答 状況に応じ、必要な
　 ところから進めていく

問 河川、町道の定期的な
　 点検、整備を

町長

町長

川根 節生 議 員
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住民が安全で快適で暮らすた
め、日々の移動手段はとても

重要です。現在、各市町村で地域公共
交通の取り組みを行っていますが、住
民の利便性事業の効率や費用対効果
を考えても、田川全体で地域公共交通
を取り組む時期が来ていると思われ
ます。広域での取り組みについて町
長にお尋ねします。

各市町村での地域交通の取り
組みは、住民の生活と常に密接

に連携しており、特に高齢者を含むす
べての交通弱者の方々におかれまして
は、大変重要な役割を果たしているも
のと思います。
　公共交通の広域な取り組みについて
は、現在助成を行っている西鉄バスや
JR等の公共交通機関やタクシー業者
への影響に対します説明とか、さらに
関係する近隣市町村との協議連絡さま
ざまな課題がまだ残されています。常
に利用者のニーズを把握し、近隣市町
村の状況を踏まえて地域の特性に合っ
た運行方法を考えていきたい。本町も
広域的な取り組みが必要になってくる
と考えています。

町内主要施設、またはこれら
を経由し最寄の中心地へ移動

できる公共交通サービスの向上が求
められています。田川地区においては
現在、一部事務組合による広域での取
り組みがされています、この公共交通
こそ広域で取り組むのが一番望まし
い形であると思っています。
　いろいろと課題があるということ
ですが、課題はあります。ありますけ
ども、田川地区はやはり田川を1つの

地域としての公共交通の取り組みを
進めていくことが、一番望ましいと
思っております。高齢者は待ってくれ
ません。地域公共交通の維持改善は
交通分野での課題解決にとどまら
ず、まちづくり・観光さらには健康・
福祉・教育・環境などのさまざまな分
野で大きな成果をもたらすものだと
思います。町長の任期内に方向が見
いだされることを切に願います。町
の活性化には「田川広域での地域公
共交通の取り組み」が、喫緊の課題だ
と思います。町長のお考えを再度お
尋ねします。

確かに、田川地区の交通網が
住民に充足されてないというの

は、各市町村が常に抱えた課題だと認
識しております。実施するときに抱え
る課題は各町村にありますが、他の一
部事務組合と同じように広域での取り
組み、これが実施できたら住民の方に
とって、生活しやすいものになると考え
られますので、調査し勉強して対応して
いきたいと考えております。

るなど、どのようにして地域の活性化に
取り組むのか教育長にお尋ねします。

近年の少子化・高齢化・高度情
報化・都市化そして過疎化の進

行等により、社会情勢は急激に変化し
ており、地域の担い手不足、人間関係
の希薄化などが懸念されています。こ
うした地域的課題を踏まえ、本町にお
いては新たに、川崎町自治公民館活動
運営協議会を設立し中央公民館長を
配置いたしました。今後はこの中央公
民館長が主体となりまして、生涯学習を
推進する拠点として位置づけ、「集う・学
ぶ・結ぶ」ことを促し人づくり地域づくり
に努めていきたいと考えています。

地域コミュニティを再生させる
ことが、今後、一番重要なこと

だと思います。地域の絆をさらに強く
する活動を、誇りを持って推進すべき
だと思います。公民館活動の原点に
返り、さまざまな事業が展開できる計
画施策を早急に取り組んでいただき
たいと思います。もう少し詳しく取り
組みをお尋ねします。

今年の６月27日に、川崎町
自治公民館活動運営協議

会を設立し、４小学校区に分かれて正
副のブロック長をおき、正副ブロック長
が連絡協議会となり、現在、中央公民館
長を主体とした活動を準備段階として
進めています。

社会教育
課長

公民館活動の活性化について
は、少子高齢化や人口減により

隣組や地域のつながりは希薄化が進
み、地域の行事や祭りにも支障をきたし
ている状態であります。地域での助け
合いにおいても、情報不足などから助
けを受けるのが困難な状況になってい

手嶋 康徳 議 員

答 町民のために調査・勉強して
　 対応していきたい

問 地方公共交通の広域連携の取組は

答 生涯学習を推進する拠点として、
　 人づくり地域づくりに努める

問 公民館活動の活性化の取組は

委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

もっと知りたいもっと知りたい

議会では年４回の定例会の休会中は、それぞれの委員会に分かれ、所管の現地調査や机上審議をしています。

議員

議員

議員

議員

町長

町長

教育長

た目も悪く、危険でもあるので対処していただ
くよう言及しました。

　観光施設はどうなってる

　５か所の観光施設を現地調査
　光蓮寺、魚楽園、城山子どもの森公園、木城の
大藤、黒木のケンポナシを現地調査しました。魚
楽園は豪雨の影響で休園中のため、駐車場までの
調査となりましたが、とても広くきれいに整備さ
れており、観光バスなどの大型の車も楽に行き来
ができる状態でした。城山子どもの森公園は、周
囲の柵の安全性が足りないのではとの意見が出
されました。
　安全面に配慮して、小さなお子さんも思い切り
遊べる公園にしていただきたいと提言しました。

　豪雨被災箇所のその後を調査

　被災箇所はほぼ復旧工事完了
　昨年７月の豪雨により被災した箇所の復旧状
況を確認しました。復旧工事が完了していると
ころがほとんどで、残りの箇所も計画的に作業
を進めているとの説明を受けました。
　作業に励んでくださる方々に感謝申し上げる
とともに、被害を受けました方々が安心して過
ごせるよう、執行部に対しては早期復旧と今後
同じような災害が起きないよう危険箇所への対
応を要望しました。

　町内９か所の町営住宅と２か所の団地内公園を視察

　町営住宅の現状と今後について確認
　町営住宅については、築年数が50年以上経っ
ている住宅が多数を占めており、老朽化が激し
いことや、人口減少に伴う空き家の増加など、町
営住宅が抱える課題の説明を受けました。現在
は、長寿命化計画に基づき建て替え、除却をし、
団地の集約化に取り組んでいるそうです。
　また、団地内の公園も２か所確認しましたが、
草が伸び、ゴミが散乱している状態でした。見

▲除却予定の豊州団地

建設産業常任委員会

▲県の有形文化財、光蓮寺輪蔵附経蔵の視察風景

▲崩落した道路の復旧工事の様子
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▲小峠モータース前の三差路

民生文教常任委員会

き、保育士などの数が足りていないと思われる。
もう少し子どもたちに手厚い施策が打てるよう
に真剣に検討して結果が出るようにしてほしい
と要望したところ、その内容を再度調査して活
用できるものがあれば、どんどん活用していき
たいと考えているとのことでした。
　保育料の無償化が全国的に始まると保育士不
足が考えられるが、町としての対策を尋ねたと
ころ、保育料の無料化となれば、やはり園児も増
えると想定されるので、保育士の環境を整える
ことも大事であると考えているとのことでした。

　統合中学校における通学路に関する調査

　通学路については、歩道のある県道や町道、比
較的広い道路及び交通量の少ない経路を選定
し、また、小峠モータース前の三差路の道路に横
断歩道と信号機の設置を警察署および県土木事
務所へ要請しているとのことです。
　通学方法について、現在の川崎中学校の規定
を基本に考えていて、また、学校からおおむね４
キロ以上の生徒を対象として、ふれあいバスを
活用したバス通学を検討し、ふれあいバスの活
用が困難な地区についてはスクールバスの導入
など、その他の方法を検討し、選定中とのことで
した。
　バス通学については、さまざまな質問があり、
指定地域や自力で通学できない生徒についてな
どさまざまなケースについて再度確認して検討
してみますとのことでした。
　また、教育委員会に対して、通学路についての
拡幅、歩道のガードパイプ設置などの安全面の
徹底、自転車通行レーンの整備、街灯の設置の徹
底などについて、要望を行いました。

　町内小中学校に設置された仮設エアコン
　に関する調査

　エアコンの温度基準の作成を要望
　仮設エアコンの発電機については、排気の状
況、騒音の状況などの現地確認を行いました。
防音対策のため四方をべニア板で囲み、できる
だけ音が小さくなるように対策が取られ、どの
学校もできるだけ教室から離れた場所に設置さ
れていました。
　エアコンなどの設備や防音対策などは、学校
によって差があるものではないことが確認でき
ました。
　また、別の日に机上審査を行い、設置期間につ
いては、９月に入ってからの気象状況をみて、延
長などの検討を考えているとのことでした。
　発電機から発生している排煙の匂いが気にな
る学校があり、子どもたちに影響のないかとい
う質問があり、環境に関する数値などを測るな
どして、発電機等の使い方を検討していきたい
との回答でした。
　卒業までの期間、中学校の３校で教室の環境
に差が発生しないような方法を講じられるよう
執行部に要望しました。
　今後の冷暖房エアコンの稼働については、教
育委員会で温度や湿度を目安とした基準を作成
して、町内の学校で差が出ないようにしてもら
いたいとの要望がありました。

　町内保育園の現状調査

　保育料無償化に向け保育士の環境改善を図る
　保育士の定数が十分であることは理解してい
るが、児童相談所に行き、本町の子どもや障がい
児などが関わっている現状を聞いて考えたと

▲発電機の状況を確認

総務常任委員会

　職員数と財政状況の推移を調査

　優秀な職員を確保するための方策を提言
　職員数は、昨年の事務改善により管理職を減
らすなど、５年前と比べると13人減少していま
すが、同じ規模の他の町村と比べると職員数は
多い状況です。
　委員会からは、人口が減っていく中、職員数を
削減しながら優秀な職員を確保するため、給与
表の見直し、特別昇給制度及び人事評価制度の
活用を提言いたしました。

　返礼品の見直しによるふるさと納税の影響は

　返礼品の割合引き下げにより納税額は一時的に減少
　ふるさと納税が、返礼品として高額なものや
地場産でないものを用意する市町村に集中し、
本来の趣旨とは違ったものになったため、国は
令和元年６月より①寄附に対する返礼品の割合
を３割以下にする。②返礼品を地場産にする。
という２つの基準を設けました。
　川崎町も平成30年11月から寄附に対する返礼
割合を45％から30％に変更することで、引き続
きふるさと納税の特例控除の対象となりました
が、返礼品の割合を変更した際に、寄附金額が一
時的に減少する影響が出ました。しかし、現在
は寄附額も復調傾向にあります。

　寄附金は防犯灯LED化等の財源として活用
　これまでの４年間に集まった寄附金総額は
４億7500万円で、そのうち寄附者に対する返礼
品代や販売委託料として３億1800万円を支出し
ています。残金の１億5700万円につきまして
は、かがやけ川崎応援基金として積み立てると
ともに、防犯灯LED化や災害用備蓄品購入、コ
ミュニティバスの運行費に充てております。

　防災行政無線に対する苦情とその対応策は

　難聴地域には個別受信機の貸し出し等で対応
　防災無線に対しては、聞こえにくい、何と言っ
ているかわからないという苦情もあれば、逆に音
がうるさいという苦情があります。町としては
大事な町からのお知らせであることを説明する
とともに、個別受信機の貸し出しやスピーカーの

方向を調整するなどの対応をしています。
　委員からは、性能の良いスピーカーの設置や、
電柱を高くしてはという意見が出ましたが、担
当課としては財政負担を抑えるため、個別受信
機の貸し出しやフリーダイヤルサービスの活用
を周知していきたいと回答がありました。
　また、行政区単位で独自の放送ができる機能
について、区長会を通じて各区長に周知するよ
う要請しています。

　町内の危険箇所を確認

　住民への危険箇所の周知を要請
　現在、町が作成した防災マップには、約200箇
所の危険箇所が掲載されていますが、このうち
特に危険と判断する17カ所の現状について、説
明を受けました。
　委員会からは、災害発生時の要援護者への支
援対策、防災マップの危険箇所や避難場所の各

家庭への周知徹底を要請
しました。
　また、７月25日の委員会
では、昨年の集中豪雨によ
る災害の復旧状況と、本年
７月21日の大雨による災
害箇所の現地調査を行い
ました。

▲今年度に改訂予定の防災マップ

次回定例会予定

◎12月  3日…本会議（初日）
◎12月  6日…本会議（中日）
◎12月11日…本会議（一般質問）
◎12月12日…本会議（最終日）

議会の傍聴においでください

14 152019年11月発行　かわさき議会だより　第136号 2019年11月発行　かわさき議会だより　第136号



□
住
所　

〒
８
２
７・
８
５
０
１　

福
岡
県
田
川
郡
川
崎
町
大
字
田
原
７
８
９
ー
２

□
発
行　

川
崎
町
議
会　
　
　
　
　

■
編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会　

□
印
刷　

㈲
川
崎
印
刷

［
発
行
責
任
者
］

● 

議
　
　
長
　
　
　
櫻
　
井
　 

英
　
夫

［
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
］　

● 

委 

員 

長
　
　
　
中
　
山
　 

信
　
和

● 

副
委
員
長
　
　
　
小
　
田
　 

　
　
卓

● 

委
　
　
員
　
　
　
手
　
嶋
　 

康
　
徳

● 

委
　
　
員
　
　
　
川
　
根
　 

節
　
生

● 

委
　
　
員
　
　
　
寺
　
田
　 

　
　
響

● 

委
　
　
員
　
　
　
手
　
嶋
　 

真
由
美

議
会
だ
よ
り
　
第 

136
号

編集  　 記後

Ｑ１．全国大会３位になっての感想
嬉しく思いますが、全国制覇を目指していたので悔しい思
いもあります。

Ｑ２．相撲を通して学んだことは？
礼儀や努力、やり続ける持久力を学びました。

Ｑ３．これから相撲を始めたい子どもたちへ一言
小さい子でも大きい子でも誰でも、体も心も強くなると思
うので頑張ってほしいです。

Ｑ４．これからの目標は？
高校に入っても相撲を続け、監督や
コーチの教えを忘れずに、高校では全
国制覇に向けて頑張っていきます。

平成31年3月　設置完了致しました。

ご存知ですか？

主人公
今回の

　令和元年の秋、27人目の日本人ノーベル賞受賞者が誕生しました。
　ノートパソコンやスマートフォン、デジタルビデオカメラなど、持ち運びの出来るIT
機器が身の回りにあふれる時代。ノーベル化学賞を受賞した旭化成の吉野彰名誉
フェローの功績は身近で、多くの人がその恩恵にあずかっています。リチウムイオン
電池の開発がなければこれらの機器は存在しなかったでしょう。近年では電気自
動車にも用途が広がり、地球環境問題を解決する答えの一つともいえると思います。
「人類に最大の貢献をもたらした人 」々とういう賞の目的にふさわしく、心から拍手を
送りましょう。行楽の秋、実りの秋、食欲の秋、秋はイベントの目白押しです、みなさ
ん出かけましょう。

川崎中学校３年

小
こばやかわ

早川 竜
りゅうしん

伸くん

◁◁追跡レポート

町民のみなさまが、わかりやすいように
町内13か所の指定緊急避難所・
指定避難所の看板設置を!!

平成29年度6月議会
手嶋真由美議員の一般質問
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